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日
本
が
初
め
て
議
長
国
を
務
め
た

Ｇ
20
首
脳
会
合
。
そ
れ
に
併
せ
、
倶

知
安
町
を
含
む
全
国
8
カ
所
で
開
催

さ
れ
た
各
関
係
閣
僚
会
合
で
は
、
国

際
的
な
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た

『
地
元
高
校
生
か
ら
の
提
言
』
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
会
合
で
は
、
倶
知
安
高
校

お
よ
び
倶
知
安
農
業
高
校
、
そ
し
て

札
幌
市
・
江
別
市
の
高
校
か
ら
2
名

ず
つ
計
8
名
の
生
徒
が
、
事
前
に
議

論
す
る
な
ど
し
て
提
言
を
作
成
。
26

日
㈯
の
会
合
で
は
、
参
加
者
に
対

し
、『
持
続
可
能
な
参
加
体
験
型
観

光
』
を
テ
ー
マ
に
英
語
で
発
表
を
行

い
、
赤
羽
国
土
交
通
大
臣
に
提
言
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

高
校
生
が
大
舞
台
で
提
言

『
持
続
可
能
な
観
光
』
の
実
現
へ

観
光
客
は
地
域
の
魅
力
に
触
れ

地
域
は
異
文
化
を
知
る

●❶ ●❷

●❸ ●❹

●❺ ●❻

　

8
名
の
生
徒
た
ち
は
、
外
国
人
観

光
客
が
増
加
傾
向
に
あ
る
日
本
国
内

に
お
い
て
、
都
市
部
だ
け
で
は
な

く
、
地
方
も
観
光
に
よ
る
利
益
を
得

る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

『B
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ク
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を
提
案
。
こ
れ
は
、
近
郊
の
市
町
村

が
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
コ
ー

ス
を
作
成
し
、
そ
れ
を
旅
行
会
社
と

協
働
し
て
観
光
客
に
直
接
提
案
す
る

と
い
う
も
の
。
観
光
客
と
地
域
住
民

が
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
で
、
観
光
客
に
き
め
細
か

な
地
域
の
魅
力
が
伝
わ
る
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
住
民
も
異
文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。生
徒
た
ち
は
、

約
10
分
間
の
発
表
を
「
地
域
の
魅
力

は
何
か
を
住
民
自
ら
が
考
え
る
こ
と

が
、
持
続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る

た
め
の
第
一
歩
」
と
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
町
内
の
高
校

生
4
名
が
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り

返
り
、
町
の
未
来
へ
の
思
い
を
語
り

ま
す
。

　
❶参加国の食事を学ぶ G20 給食
❷ 5 月の会場周辺の清掃活動
❸ウェルカムボードを会場に設置
❹会合終了後の会場を見学
❺歓迎レセプションで町を PR する
　倶知安高校生
❻倶知安農業高校生がオリジナルス
　イーツを考案し提供
その他の絵は小学生が描いた『ウェ
ルカムメッセージ』

特 集 G20 観光大臣会合を終えて

のくっちゃん子 活躍

渡邉 凜
りん

 さん

（倶知安中学校 3年）

　町は、10 月 30 日㈬と 11 月
1 日㈮・21 日㈭、小中学生を
対象とした G20 の会場見学を
実施。子どもたちは、担当職員
の説明を聞きながら、実際に会
合が開かれた HANAZONO308
棟などを見学することで、G20
の雰囲気を体感しました。

　「自然と調和したガラス張りの
外観が印象的で、中に入ると照明
の明るさや木の材質から温もりを
感じました。都会では味わうこと
のできない落ち着いた雰囲気に
よって、参加者の皆さんも穏やか
な気持ちで会合に臨むことができ
たのではないかと思います」

会場見学で 会合の雰囲気を肌で感じて

　

千田 花
は な

菜 さん

（北陽小学校 6年）

　小学生が取り組んだ『国旗塗り絵』や『ウェ
ルカムメッセージ』の作品はウェルカムボー
ドに活用され、会合会場付近などに設置。子
どもたちは、参加国の代表的な食べ物や言語
などを調べ、ていねいに取り組みました。

　「複雑な模様の旗もありましたが、その国
に対して失礼がないよう、お手本どおりに描
くことを心掛けました。G20 の開催は、冬だ
けではない町の素晴らしさを、より多くの人
に知ってもらう機会になったと思います」

国旗の塗り絵で おもてなしを清掃活動で 歓迎の気持ちを

田原 新
に い な

菜 さん

（倶知安小学校 6年）

　『持続可能な観光』をテーマとした国際シ
ンポジウムが開催された 5 月には倶知安小
学校 6 年生が、10 月には西小学校樺山分校
の児童が、それぞれ会場周辺の清掃活動を行
いました。

　「町の中をきれいにすることで、私たちの
歓迎する気持ちが伝わればと思い、活動しま
した。すでに世界各国からの観光客をお迎え
している倶知安町ですが、さらに有名になっ
たらうれしいです」

PR や“おもてなし”の取り組み

　昨年 10 月 25 日㈮・26 日㈯の二日間、倶知安町で G20 観光大臣会合が、
31 の国・地域・機関の参加により開催。参加者が観光の未来について議
論し、その成果として『北海道倶知安宣言』が採択されました。
　町はこの開催を、倶知安の名を世界に知ってもらう絶好の機会と捉え、

『倶知安町 G20 観光大臣会合推進町民会議』を中心に、さまざまな取り組
みを行ってきました。今月号の特集では、これらを含む小・中・高校生に
よる取り組みと子どもたちの思いを紹介します。



特 集

G20 観光大臣会合を終えて
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たち住民は、この町に国内外からの
観光客が多く訪れている現状は知っ

ていながらも、それについて深く学ぶ機会は
ほとんどありません。そのような中、子ども
たちにとって G20 の開催は、町や世界の国々
のことを、さまざま角度から学習するきっか
けになったのではないでしょうか。

20
観
光
大
臣
会
合
と
い
う
大

舞
台
で
の
提
言
発
表
に
参
加

し
た
4
名
の
高
校
生
。
彼
女
た
ち
は

こ
の
機
会
に
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す

町
を
見
つ
め
直
し
、
観
光
の
未
来
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

9
月
10
日
㈫
、
北
海
道
庁
で
開
か

れ
た
特
別
授
業
に
参
加
。そ
の
際
に
、

町
外
の
高
校
生
4
名
と
初
め
て
顔
を

合
わ
せ
て
以
降
、
8
名
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
や
り
取
り
な
ど
を
通
じ
て
意
見
を

出
し
合
い
、
提
言
内
容
を
ま
と
め
る

た
め
の
議
論
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

倶
知
安
高
校
の
『
Ｅ
Ｓ
Ｓ
*
同
好

会
』
に
所
属
す
る
青
木
さ
ん
・
石
崎

さ
ん
と
、
倶
知
安
農
業
高
校
で
生
徒

会
活
動
を
行
っ
て
き
た
湊
谷
さ
ん
・

木
村
さ
ん
。

　

彼
女
た
ち
は
、
提
言
の
発
表
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、
こ

の
経
験
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
で
し
ょ

う
か
。

石崎 結
ゆ う こ

子 さん木村 愛
あ い り

梨 さん

青木 千
ち な つ

夏 さん湊谷 羽
は づ き

月 さん

（倶知安高校 2年）

（倶知安高校 2年）（倶知安農業高校 3年）

（倶知安農業高校 3年）

―
―
活
動
を
振
り
返
っ
て

青
木
・
石
崎　

当
日
は
、会
場
の
方
々

が
私
た
ち
の
発
表
を
笑
顔
で
聞
い
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、
緊
張
が
和
ら
ぎ

ま
し
た
。
私
た
ち
が
日
頃
学
習
し
て

い
る
英
語
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

湊
谷
・
木
村　

私
た
ち
は
、
学
校
で

以
前
か
ら
『SD

Gs

』
に
つ
い
て
学

習
し
て
お
り
、
提
言
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。当
日
は
、

温
か
い
雰
囲
気
の
中
、
自
分
た
ち
ら

し
い
発
表
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
倶
知
安
町
の
観
光
に
つ
い
て

湊
谷　

倶
知
安
町
や
そ
の
周
辺
は
、

豊
富
な
観
光
資
源
を
活
用
し
、
地
方

で
あ
り
な
が
ら
急
成
長
を
続
け
て
い

る
地
域
で
す
。
先
進
的
な
観
光
を
目

指
せ
る
こ
の
町
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｇ
20

観
光
大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

青
木　

町
の
中
で
は
英
語
の
表
記
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
れ
は
、
外
国

人
観
光
客
が
多
い
こ
の
地
域
な
ら
で

は
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

木
村　

倶
知
安
と
い
え
ば
パ
ウ
ダ
ー

ス
ノ
ー
。
男
女
年
齢
問
わ
ず
、
自
然

と
触
れ
合
え
る
観
光
が
で
き
る
の
は

町
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

石
崎　

生
活
の
中
で
、
観
光
客
と
触

れ
合
う
機
会
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

ス
キ
ー
場
や
飲
食
店
な
ど
、
観
光
客

が
集
ま
る
場
所
と
住
民
の
生
活
圏
が

重
な
っ
て
お
り
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
い
環
境
だ

と
思
い
ま
す
。

―
―
町
の
未
来
の
た
め
に

湊
谷　

3
年
間
の
学
校
生
活
の
中
で

学
ん
だ
こ
と
を
、
提
言
発
表
で
生
か

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
し
て

も
、町
の
魅
力
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　今、北海道そして倶知安町は、世界中から
注目されつつある地域です。自分が暮らす町
が、どのように見られているのかを知ること
は、子どもたちにとって大きな財産です。そ
して、町の未来を考える若い世代が増えるこ
とが、『持続可能な観光』につながっていく
のだと思います。

私

Ｇ

石
崎　

国
や
地
域
に
よ
っ
て
食
事
や

言
語
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
多
様
な

文
化
を
私
た
ち
が
学
び
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
で
、
誰
も
が
過
ご
し
や
す

い
地
域
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

木
村　

長
く
住
ん
で
い
る
と
当
た
り

前
に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
他
の

町
に
は
な
い
魅
力
が
こ
の
町
に
は
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
町
の

素
晴
ら
し
さ
を
発
信
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

青
木　

こ
ち
ら
の
話
す
英
語
が
た
と

え
完
璧
で
な
く
て
も
、
伝
え
よ
う
と

す
る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
相
手
は
理

解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
ま
す
。
観
光

客
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
で
、
自
身
の
英
語
力

を
向
上
さ
せ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

ESS* ～ English speaking (study) society の呼称で、主に英語活動を行う

まちの未来を考える

の高校生 想い

提言書提出の様子

（10 月 26 日パークハイアットニセコ HANAZONO にて）

のくっちゃん子 活躍


